
I N F O R M A T I O N
　

い
ま
、ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足

か
ら
く
る
健
康
問
題
を
抱
え
て

い
る
中
高
年
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。信
州
大
学
で
は
、健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
科
学
担
当
の
教
員
と
プ
ロ

ボ
ウ
ラ
ー
を
講
師
と
し
て
、健
康

増
進
効
果
を
学
び
最
大
限
引
き

出
す
た
め
に
、公
開
講
座「
中
高

年
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ウ
リ
ン

グ
講
座
」を
行
い
ま
す
。

受
講
料
●
８
，４
０
０
円　

申
込
期
限
●
９
月
10
日
水

問
い
合
わ
せ
先
●

　

信
州
大
学
全
学
教
育
機
構
健

康
科
学
教
育
部
門

　

☎
０
２
６
３
‐
３
７
‐
３
０
５
８

　

楠
原
征
冶
新
潟
大
学
名
誉
教

授
な
ど
3
人
の
講
師
か
ら「
食
と

農
」「
郷
土
食
を
見
直
す
」「
農
・

食
の
あ
り
方
と
健
康
」を
そ
れ
ぞ

れ
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
日
●
７
月
26
土
、27
日
日

日
程
●

Ａ
講
演　

26
日　

午
後
１
時

Ｂ
懇
談
会
、ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

26
日　

午
後
７
時

Ｃ「
八
ヶ
岳
の
自
然
を
歩
く
」　

　

27
日　

午
前
７
時
30
分

参
加
費
●
5
0
0
円
か
ら

※
希
望
者
は「
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

参
加
申
込
書
」を
左
記
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

生
命
科
学
を
学
ぶ
会
in
原
村

　

☎
７
４
‐
２
３
４
５

明
る
く
、楽
し
く
、美
し
い
ポ
ス

タ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

内
容
●
明
る
い
選
挙
を
テ
ー
マ
に

自
由
に
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー

大
き
さ
●
画
用
紙
の
四
ツ
切
・
八

ツ
切
サ
イ
ズ
に
準
じ
た
物

応
募
資
格
●
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
盲
・
ろ
う
・
養
護
児
童

生
徒

応
募
期
限
●
８
月
25
日
月

提
出
先
、
問
い
合
わ
せ
先
●

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
３
階
）

　

☎
７
９
‐
７
９
５
１（
直
通
）

「
介
護
の
現
場
で
、あ
な
た
の
力

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　

諏
訪
広
域
連
合
が
運
営
す
る

施
設「
恋
月
荘
」（
富
士
見
町
）と

「
八
ヶ
岳
寮
」（
茅
野
市
）で
は
、入

所
者
の
日
常
生
活
を
介
護
し
て

い
た
だ
く
非
常
勤
職
員
を
、若
干

名
募
集
し
て
い
ま
す
。勤
務
条
件

等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

恋
月
荘（
担
当　

小
平
）

　

☎
６
２
‐
４
１
０
１

　

八
ヶ
岳
寮（
担
当　

田
村
）

　

☎
７
２
‐
６
２
１
１

応
募
資
格
（
２
等
陸
、
海
、
空
士
）

●
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で

満
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本

国
籍
を
有
す
る
者
で
学
校
教
育

法
に
定
め
る
中
学
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
を
有
し
、か
つ
、自

衛
隊
法
第
38
条
第
１
項
に
定
め

る
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

問
い
合
わ
せ
先
●

　

自
衛
隊
茅
野
募
集
事
務
所

　

☎
8
2
‐
6
7
8
5
（
直
通
）

募　

集

ボ
ウ
リ
ン
グ
講
座
初
級

日
本
の
食
を
研
修
「
生

命
の
不
思
議
を
探
る
」

「
恋
月
荘
」「
八
ヶ
岳
寮
」

　

介
護
職
員
募
集

イ
ベ
ン
ト

日 土金木水火月

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日、8/13、8/14、8/15

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、7/23、8/14、8/15

（14、15は夜間休館）

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、7/22、7/25

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
7/15

■もみの湯［☎74-2911］
7/16

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

7月 8月

J u l y  t o  A u g u s t

15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

もみの湯開館時間⇒７月20日（日）から９月20日（土）は、午後10時まで
　　　　　　　　 （受付時間午後９時30分まで）となります。

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

発
売
期
間
は
７
月
14
日
月
か
ら

８
月
１
日
金
ま
で
!!

受付期間
一部除き年間を通して
７～９月
９月
８～９月
８～９月
９月

推薦／一般　９月
９月

12月～平成21年１月

募集種目
２等陸・海・空士　男子
２等海士　女子   
曹看護（陸）
一般曹候補生
航空学生（海／空）
看護学生（陸）
防衛大学校学生
防衛医科大学校学生

貸費学生

11

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ
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御柱街道沿いの
　説明看板　〈１月８日〉

 

ご   

り
ん  

ぐ
ち

ふ  

た  

ご   

の    

し  

み  

ず

　

専
門
部
会

　
『
原
村
の「
棒
道
」を
探
り
拓
く
会
』

知
る
・
学
ぶ
・
活
か
す

     
「
信
玄
の
棒
道
」

　

専
門
部
会『
原
村
の「
棒
道
」を
探
り
拓

く
会
』で
は
、旧
跡
を
単
に
掘
り
起
こ
し
知

識
を
高
め
る
だ
け
の
活
動
だ
け
で
は
な

く
、郷
土
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
歴
史
の
中

で
、原
村
の
開
拓
を
担
っ
た
先
人
に
と
っ
て

の「
信
玄
の
棒
道
」の
意
味
を
探
り
深
め
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、今
暮
ら
し
て
い
る
地

域
の
成
り
立
ち
に
も
思
い
を
つ
な
げ
、よ

り
潤
い
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
、と
い
う
考

え
の
も
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、村
内
の「
信
玄
の
棒
道
」の
位
置

を
探
り
保
存
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
そ
う

と
、活
動
し
て
い
ま
す
。

■
案
内
看
板
の
整
備 

①

　

御
柱
街
道
沿
い
の
綱
置
場
付
近

に
綱
置
場
の
説
明
も
兼
ね
た
棒
道

説
明
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
案
内
看
板
の
整
備 

②

　

八
ヶ
岳
美
術
館
横
か
ら
富
士
見

町
方
面
へ
延
び
て
い
る
棒
道
を
、よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、八
ヶ
岳
美
術
館
駐
車
場
入

り
口
へ
大
型
誘
導
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

■
棒
道
の
復
元

　

八
ヶ
岳
美
術
館
協
力
の
下
、美
術
館
敷
地
内
の
棒

道
が
通
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
場
所
に
道
を
整
備

し
ま
し
た
。美
術
館
の
周
遊
路
と
一
体
に
な
っ
た
こ
と

で
、八
ヶ
岳
美
術
館
園
庭
に
あ
る
現
代
の
彫
刻
と
併

せ
て
見
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
信
玄
の
棒
道
」誘
導
、説
明
看
板
は
、原
村
商
工

会
の
協
力
を
得
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。こ
れ
に
つ

づ
き
年
内
に
は
、八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
の

敷
地
内
に
あ
る「
五
厘
口
」「
二
子
の
清
水
」の
場
所
に

も
説
明
看
板
を
設
置
し
、住
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
に

訪
れ
る
人
た
ち
へ
原
村
の
歴
史
探
索
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
棒
道
を
活
か
す
〜
専
門
部
会
の
活
動
の
ね
ら
い
〜

・
村
内
の「
信
玄
の
棒
道
」を
村
の
文
化
的
な
遺
産

と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
き
、次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、郷

土
へ
の
誇
り
を
育
ん
で
ほ
し
い
。ま
た
、地
域
へ
住
む

人
た
ち
に
も
、棒
道
に
ま
つ
わ
る
原
村
の
歴
史
を
知

る
こ
と
に
よ
り
郷
土
愛
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
棒
道
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、森

林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
棒
道
を
活
用
し
て
も
ら

い
、歴
史
に
触
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
企
画
も
検
討
し
た
い
。

八ヶ岳美術館駐車場に設置した
誘導看板　〈５月３０日〉

平成19年10月20日に行われた
「秋の棒道探査会」

村内を走る「上の棒道」を探査しました

﹃
秋
の
棒
道
探
査
会

　
　
　
　
　

Ⅱ
＆
Ⅲ
﹄

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

今
秋
開
催
！

■
専
門
部
会
の
活
動

・
毎
年
１
〜
２
回
程
度
棒
道
の
整
備

（
草
刈
り
・
倒
木
の
片
付
け
）

・
棒
道
の
探
査

・
村
内
を
中
心
と
し
た
山
梨
県
北
杜

市
と
茅
野
市
を
結
ぶ
棒
道
全
体
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
。現
在
計
画
中
。

こ
の
ガ
イ
ド
が
村
内
外
へ
の
原
村
の

棒
道
の
発
信
と
な
り
、個
人
で
棒
道

探
索
す
る
時
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
。

▼
こ
う
し
た
作
業
や
行
事
を
と
お
し

て
、本
当
に
こ
の
場
所
に
棒
道
が
存
在

し
た
の
か
を
学
習
、研
究
。

・
観
光
客
な
ど
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る「
歴
史
案
内
人
」と
し
て
の
内
容
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

１等　２億円×40本　前後賞　5,000万円
２等　１億円×80本　通信販売でも購入可能

八ヶ岳美術館敷地内の
「信玄の棒道」　〈６月６日〉
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○
８
／
３
日　

　

○
場
所　

三
ツ
峠

■
利
用
者
会
議

　

○
８
／
９
土  

午
後
７
時
30
分

■
野
球
選
手
権
大
会

　

○
８
／
15
金  

午
前
７
時

　

○
会
場　

中
新
田
農
村
広
場

中
央
公
民
館 

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
ふ
れ
あ
い
学
級
④

　

○
７
／
16
水  

午
前
10
時

■
自
然
探
勝
会

　

③
７
／
23
水　

　

○
場
所　

八
方
尾
根

■
大
菊
教
室

　

⑥
７
／
24
木　

⑦
８
／
７
木

　

午
後
１
時
30
分

■
魚
の
つ
か
み
捕
り
大
会

　

④
７
／
27
日  

午
後
２
時

　

○
会
場　

保
育
園
南
阿
久
川

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

④
７
／
29
火

　

○
会
場　

原
村
郷
土
館

　

⑤
８
／
11
月　

⑥
８
／
８
金

　

午
前
９
時
30
分

■
子
ど
も
映
画
会

　

○
７
／
31
木  

午
前
10
時

　

○
会
場   

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

⑤
７
／
31
木  

午
前
９
時
30
分

■
筆
ペ
ン
教
室
②

　

○
８
／
12
火  

午
後
１
時
30
分

募
集
期
限
●
８
月
18
日
月

※
各
種
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

動
物
愛
護
会　

諏
訪
支
部

　

☎
２
３
‐
５
９
９
８

　

福
島
県
広
野
町
は
童
謡
と
縁

が
深
い
町
で
す
。平
成
６
年
度
よ

り
開
催
し
て
い
る「
ひ
ろ
の
童
謡

ま
つ
り
」が
今
年
で
15
回
目
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、新
た
な

試
み
と
し
て
童
謡
作
品
の
「
作

詞
・
作
曲
コ
ン
コ
ー
ル
」を
行
い

ま
す
。自
由
な
テ
ー
マ
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
の
締
め
切
り
】
８
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先
●

　

童
謡
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
直
通
）

　

☎
０
２
４
０
‐
２
７
‐
２
１
１
４

　

オ
ア
シ
ス
で
は
、
お
住
ま
い

の
近
く
で
相
談
が
出
来
る
市
町

村
巡
回
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
相
談
費
用
は
無
料
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
１
回
開
設
日
時【
会
場
】●

　

７
月
22
日
火

　

午
後
３
時
〜
午
後
７
時

【
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ（
岡
谷
市
）】

第
２
回
開
設
日
時【
会
場
】●

　

８
月
23
日
土

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
町
民
セ
ン
タ
ー（
富
士
見
町
）】

対
象
●
諏
訪
圏
域
の
障
害
の
あ

る
方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
等

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
域
障
害
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
〈
オ
ア
シ
ス
〉

　

☎
５
４
‐
７
３
６
３

　

警
察
で
は
、身
内
の
方
な
ど
の

行
方
が
分
か
ら
ず
お
困
り
の
方

の
た
め
に
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

開
設
日
時
お
よ
び
場
所
●
８
月

１
日
〜
８
月
31
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

茅
野
警
察
署
の
刑
事
課

※
出
張
相
談
所
●
８
月
４
日
月

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
場
所
●
松
本
警
察
署

　

希
望
者
は
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
、問
い
合
わ
せ
先
●

　

茅
野
警
察
署　

鑑
識
係

　

☎
８
２
‐
０
１
１
０（
内
３
５
１
）

　

阿
見
町
で
は
、
予
科
練
を
主
体

と
し
た
戦
史
の
記
録
を
保
存
、
伝

　

県
民
の
皆
さ
ま
の
柔
軟
な
ア

イ
デ
ア
や
発
想
を
県
の
政
策
形

成
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
県
民
参
加
の
政
策
づ
く

り
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
と
は
ひ
と
味
違
う
ご
提
案

や
ユ
ニ
ー
ク
な
ご
提
言
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
●
平
成
20
年
度
は
長
野

県
中
期
総
合
計
画
の
初
年
度
に

当
た
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な

テ
ー
マ
の
選
定
を
行
わ
ず
、
皆

さ
ま
の
視
点
で
、
計
画
を
参
考

に
し
な
が
ら
自
由
に
設
定
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
対
象
●
県
民
で
構
成
す
る

５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ
先
●

　

総
務
部
広
報
課
広
聴
係

　

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
１
０

募
集
科
目
・
定
員
●

電
子
制
御
コ
ー
ス（
10
月
〜
平
成

21
年
３
月
の
6
ヶ
月
間
）10
名

電
子
機
器
組
立
て
、Ｃ
言
語
、
マ

イ
コ
ン
制
御
な
ど
電
子
制
御
に

関
す
る
基
本
知
識
、技
術
を
習
得

応
募
資
格
●
職
業
に
必
要
な
技

能
、知
識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る

者（
学
歴
不
問
）

必
要
経
費
●
入
校
審
査
料
、入
校

料
、
授
業
料
は
す
べ
て
無
料
で
、

教
科
書
等
の
必
要
経
費
と
し
て

約
7
0
，0
0
0
円
か
か
り
ま
す

募
集
期
限
●
８
月
26
日
火

応
募
先
、問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
岡
谷
技
術
専
門
校

　

☎
２
２
‐
２
１
６
５

　

受
験
生
や
一
般
の
方
々
を
対

象
と
し
た
体
験
授
業
を
行
い
ま

す
。「
競
技
用
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト

の
し
く
み
」な
ど
ほ
か
に
も
楽
し

い
授
業
、
実
演
や
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。予
約
不
要
。当
日
、上
田
駅

か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

開
催
日
●
７
月
19
日
土

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　

☎
０
２
６
８
‐
３
９
‐
１
１
１
１

　

８
月
24
日
か
ら
10
月
５
日
ま

で
の
期
間
中
で
、
全
７
回
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
参
加
条
件
は

犬
種
を
問
わ
ず
、
登
録
、
法
定

ワ
ク
チ
ン
を
済
ま
せ
た
犬
、
発

情
中
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
募
集
犬
数
は
約
20
頭
。

承
し
、
過
去
の
遺
産
を
明
る
い

未
来
の
礎
に
転
化
し
、
世
界
の

平
和
実
現
に
向
け
て
一
翼
を

担
っ
て
い
く
た
め
に
記
念
館
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
歴
史

資
料
の
収
集
、
整
備
の
た
め
の

「
予
科
練
平
和
記
念
館
整
備
管

理
基
金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

茨
城
県
阿
見
町
役
場 

予
科
練

平
和
記
念
館
整
備
推
進
室

　

☎
０
２
９
‐
８
８
８
‐
１
１
１
１

社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
７
／
18
金　

○
７
／
25
金

　

○
８
／
１
金　

○
８
／
８
金

　
　

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
７
／
26
土　

○
８
／
２
土

　

○
８
／
９
土  

午
後
６
時　

■
村
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

○
７
／
19
土  

午
後
６
時

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
７
／
24
木  

午
後
７
時
30
分

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
７
／
26
土　

○
８
／
９
土

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
村
民
登
山
説
明
会

　

○
７
／
28
月  

午
後
７
時
30
分

■
村
民
登
山

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／７月18日（金）、８月１日（金）
　　　　８月８日（金）
　　　　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／８月３日（日） 午後１時30分～午後６時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／７月22日（火）午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第３火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
※消費生活巡回相談
◇日時／７月15日（火）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／県消費生活センターおかや

税務相談所　問☎28-6666
◇次回の開設日／８月６日（水）
　　　　午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／８月14日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　の交通事故相談員

市
町
村
巡
回
相
談
会

お
知
ら
せ

岡
谷
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

行
方
不
明
の
人
を
捜

す
相
談
所
を
開
設

岡谷技術専門校Ｅメールアドレス
okagisen@pref.nagano.jp

公
開
体
験
授
業
開
催

ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り

募　

集

予
科
練
平
和
記
念
館

よ   

か   

れ
ん

県
の
政
策
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

＝これからの催し物＝
★ボランティアグループお
もちゃ箱による
　　パネルシアター
日時／７月16日（水）
　　  午後４時～
場所／原村図書館2階
　　★どなたでも自由に参加

できます。お友達をさ
そって、大勢おでかけ
ください。

★図書館講座
　「自然観察会」
～原村図書館周辺の
鳥、植物、昆虫等の観
察をしよう～
日時／８月６日（水）
　　  午後２時～
場所／原中学校周辺
講師／原中学校長　
　　三澤和剛先生
 　 ・申し込みが必要となり
　　　ます。
　　・詳しくは図書館まで。

死んだらいけない
石川文洋（日本経済新聞社）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、7/22（火）、7/25（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

ベトナム　戦争と平和
石川文洋（岩波書店）

動
物
愛
護
会
の
家
庭

犬
し
つ
け
方
教
室

　「死んだらいけない」あまりにもストレートな書名に、身の引き
締まる思いがした。フリーの報道カメラマンである石川文洋さん
は、ベトナム戦争をはじめ、カンボジア、ボスニア、ラオス、ソマ
リア、アフガニスタンなど多くの戦地を取材し、消すことのできな
い戦争の事実、真実をカメラにおさめている。
　＂命が大切なことはだれでも知っていることという。でも、本当
に知っているのだろうか＂という問いかけではじまる本書は、石川
さんが戦場で出会った子どもたちの姿を中心に、約50枚の写真と、
著者の心の声、言葉、そして思いが交互に綴られた本である。石川
さんは戦争の悲惨さ、残酷さ、苦しみ悲しみの事実と、なにものに
もかえられない命の大切さ、生きていることのすばらしさを、豊か
な未来が広がっている子どもたちにむけて伝えている。
　印象深い文章がある。＂いつの時代になっても世界のどこかでつ
づいている戦争と、その国の人たちがうけている本当の苦しみを、
他国の人が理解することはむずかしい。でも、私は、人の悲しみも
知って、いっしょに悲しめるようになりたいと思う。＂人の悲しみ
を知ることは容易なことではない。でも、石川さんの本に出会い、
できることなら私もそうなりたいと強く思った･･･。
　石川さんは＂「命（ぬち）どぅ宝」生きていること、それ自体が
すばらしい＂と言っている。生きていれば、楽しいことがある、生
きていれば、また会える。＂死んだらいけない。たとえいじめられ
ていても、死のうと思っていても。あきらめてはいけない。＂いつ
だって夢にむかい、前をむいて、どこまでも歩いていく石川文洋さ
んに勇気をもらえる一冊です。

（宮坂順子）

石川文洋さんの著作

戦争はなぜ起こるのか
ー石川文洋のアフガニスタンー
石川文洋（冬青社）
★他にも多数蔵書しております。ど
うぞご利用ください。

写真は心で撮ろう
石川文洋（岩波書店）

特 集
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総
務
省
の
定
住
自
立
圏
構
想
研
究

会
が
、「
定
住
自
立
圏
構
想
研
究
会
報

告
書
―
住
み
た
い
ま
ち
で
暮
ら
せ
る

日
本
を
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。人
口
流

出
を
止
め
る
た
め
、
圏
域
の
核
と
な
る

中
心
市
が
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必

要
な
都
市
機
能
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
周
辺
自
治
体
を
含
め
た
定
住

自
立
が
可
能
な
圏
域
を
形
成
す
る
よ

う
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
進
め
て
き
た
市
町
村
合
併
は
行

政
コ
ス
ト
削
減
に
主
眼
を
お
い
て
い
ま

し
た
が
、
一
定
の
役
割
は
終
っ
た
と
さ
れ
、

新
た
な
定
住
自
立
圏
構
想
で
集
約
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
独
立
し
て
市
町
村
を
保
っ
て

い
ら
れ
る
だ
け
、
市
町
村
合
併
を
強
硬

に
押
し
進
め
る
よ
り
は
ま
し
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、そ
の
裏
に
中
心
市
へ
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の「
補
完
」を
さ
せ
、権
限
を

集
中
さ
せ
る
窓
口
町
村
（
特
例
団
体
＝

２
級
町
村
）構
想
も
、
見
え
隠
れ
し
て
安

心
は
な
り
ま
せ
ん
。今
後
検
討
に
入
る

第
29
次
地
方
制
度
調
査
会
の
議
論
を
注

意
深
く
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
共
に
２
級
町
村
化
に
は
断
固
反
対
す

べ
き
で
す
。中
心
市
は
人
口
５
万
人
以
上

で
、
周
辺
地
域
に
生
活
に
必
要
な
機
能

が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
昼
夜
間
人

口
比
率
１
以
上
の
市
を
当
て
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。条
件
に
合
う
都
市
は
地

方
圏
で
１
９
０
程
あ
る
そ
う
で
す
。

　

諏
訪
圏
域
の
市
が
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

も
と
も
と
合
併
指
向
の
強
い
地
域
で
す
。

こ
の
構
想
を
す
ん
な
り
受
け
入
れ
て
、

定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
行
く
と
も
思

え
ま
せ
ん
。ま
だ
ま
だ
一
波
乱
も
二
波

乱
も
あ
り
そ
う
で
す
。広
域
行
政
が
必

要
な
こ
と
は
論
を
俟
ち
ま
せ
ん
。生
活

圏
や
経
済
活
動
圏
の
拡
大
、
交
通
や
情

報
の
広
汎
化
、
環
境
問
題
へ
の
対
応

等
々
。だ
か
ら
器
を
広
げ
て
対
応
し
よ

う
と
い
う
の
は
、
少
々
乱
暴
な
よ
う
に

私
に
は
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。小
さ
な

社
会
に
根
付
く
人
情
味
溢
れ
る
隣
人

関
係
、伝
統
文
化
や
郷
土
芸
能
、地
域
づ

く
り
の
共
同
作
業
、
何
よ
り
も
そ
の
土

地
を
愛
し
て
止
ま
な
い
人
々
の
思
い
。

こ
れ
ら
の
起
伏
に
富
ん
だ
部
分
を
整
地

し
て
し
ま
う
が
如
き
行
為
。多
様
な
自

治
体
が
あ
る
の
は
生
物
の
多
様
性
に
も

通
じ
、
地
球
繁
栄
の
証
し
と
し
て
む
し

ろ
自
然
な
の
で
す
。フ
ラ
ン
ス
も
ア
メ

リ
カ
も
基
礎
的
自
治
体
は
小
さ
な
侭
で
、

む
や
み
に
拡
大
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

　

上
水
内
郡
小
川
村
は
郡
内
１
村
と

な
っ
て
も
長
野
市
に
合
併
し
ま
せ
ん
。

素
晴
ら
し
い
矜
持
だ
と
思
い
ま
す
。地

域
へ
の
高
ら
か
な
賛
辞
で
す
。狭
域
の

行
政
も
発
展
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。全
国
の
田
舍
で
定
住
自
立
圏
構
想

が
推
進
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
正
し

く
根
付
き
、地
域
が
広
域
行
政
と
共
に

狭
域
行
政
も
尊
ば
れ
て
、
発
展
し
て
行

く
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。 

                    

原
村
長　

清
水　

澄

ま

ま
ま

き
ょ
う
じ

山
麓
朴
談

COLUMN

11

村
長
き
よ
し
の

　

第
97
回「
村
長
と
話
し
合
う
日
」

を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総
務
課
ヘ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
７
月
22
日
火

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ

事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合
の
つ

く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
採
用
予
定
の
原
村

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
職
種
・
受
験
資
格
／
一
般
行
政

（
事
務
・
消
防
）

初
級
（
高
校
卒
業
程
度
）
、
中
級

（
短
大
卒
業
程
度
）
、
上
級
（
大
学

係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
と
は

　

生
活
習
慣
病
に
か
か
わ
る
医
療

費
の
増
加
に
よ
り
医
療
保
険
制
度

そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
等
の
有
病
者
や
予
備
群

を
減
少
さ
せ
安
心
し
て
医
療
に
か

か
れ
る
制
度
を
維
持
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

健
診
や
保
健
指
導
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
要

因
で
あ
る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着

目
し
た
特
定
健
診
と
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
た
め
の
特
定
保
健
指
導

を
お
こ
な
い
ま
す
。

○
対
象
者
／
40
歳
〜
74
歳

○
実
施
者
／
加
入
し
て
い
る

　
　
　
　
　

医
療
保
険

【
特
定
健
診
を
原
村
診
療
所
で

　
　
　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
】

　

対
象
者
は
次
の
①
と
②
を
満
た

す
方
。

①
原
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

40
歳
〜
74
歳

②
今
年
度
、
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
と
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
な
い

卒
業
程
度
）

■
受
験
資
格
／
初
級
、中
級
、上
級

と
も
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
。消
防
を
希
望
す
る

方
は
、救
急
救
命
士
の
資
格
を
有

す
る（
平
成
21
年
春
免
許
取
得
見

込
み
）者
。

■
採
用
予
定
人
員
／
若
干
名

■
試
験
日
／
９
月
21
日
日

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
１
日
金
〜
８
月
13
日
水

■
そ
の
他
／
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、受
験
案
内
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
「
緑
の
募
金
」

で
は
、
村
内
で
4
1
5
，
7
8
9
円

■
運
動
の
重
点
／
▼
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止　

▼
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底　

▼
飲

酒
運
転
の
根
絶　

▼
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進

※ 

県
下
一
斉
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

状
況
調
査
実
施
日
・・
７
月
24
日
木

　
『
毎
月
５
日
と
20
日
は

　
　
　

交
通
安
全
の
日
で
す
。』

　

こ
の
法
律
は「
特
定
外
来
生
物

に
よ
る
生
態
系
等
に
関
す
る
法

律
」と
い
い
、特
定
の
外
来
生
物
に

よ
る
生
態
系
、人
の
生
命
・
身
体
等

へ
の
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。日
本
に
い
な

か
っ
た
外
来
生
物
の
う
ち
、生
態
系

な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
を
特

定
外
来
生
物
と
し
て
指
定
し
、飼

育
・
販
売
・
輸
入
な
ど
が
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

外
来
生
物
被
害
予
防
の
原
則
は

　

①
持
込
ま
な
い

　

②
捨
て
な
い

　

③
拡
げ
な
い

こ
と
で
す
。こ
の
原
則
を
心
に
と

め
、適
切
な
対
応
と
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
外
来
生
物
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
、植
物
で
は
、オ
オ
ハ
ン

ゴ
ン
ソ
ウ
、ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
、魚

類
で
は
ブ
ル
ー
ギ
ル
、オ
オ
ク
チ
バ

ス
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

ア
レ
チ
ウ
リ
に
関
し
て
は
、村
内

で
も
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

旺
盛
な
成
長
力
を
持
ち
既
存
植
物

群
落
な
ど
の
生
態
系
を
壊
し
て
し

ま
い
ま
す
。も
し
、生
育
が
確
認
で

き
た
ら
、除
草
剤
で
駆
除
せ
ず
に

根
か
ら
引
抜
い
て
く
だ
さ
い
。ア
レ

チ
ウ
リ
対
策
に
関
わ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、原
村
役
場
建
設
水
道
課
環
境

■
個
人
負
担
金
／
無
料

■
予
約
先
／
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前
の

お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保
護
者

村
長
と
話
し
合
う
日

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
全
額
、

諏
訪
地
域
森
林
づ
く
り
・
林
業
振
興

会
を
通
じ
（
財
）
長
野
県
緑
の
基
金

へ
送
ら
れ
、
公
共
施
設
へ
の
緑
化
木

配
布
や
各
植
樹
祭
・
育
樹
祭
の
開
催

な
ど
地
域
の
緑
化
推
進
、
森
林
整
備

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
問
／
農
林
商
工
観
光
課

■
期
間
／
７
月
19
日
土
〜
７
月
25

日
金
ま
で
の
７
日
間

■
運
動
の
目
的
／
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
県
民
や
県
外
か
ら
訪
れ

る
旅
行
者
に
対
し
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
呼
び
か
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
信
濃
路
は

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の　

走
る
み
ち
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

原村の観光ホームページ携帯版完成☆観光施設や季節のおすすめイベントの情報が手に入ります ＱＲコード⇒ 原村観光ホームページ携帯版ＵＲＬ
http://www.onsen-navi.net/qr-site/1000476.shtml

役
場
職
員
を
募
集

の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。担
当
者
が
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
８
月
の
日
程 

　

１
日
金
、
５
日
火
、
７
日
木
、

　

８
日
金
、
12
日
火
、
19
日
火
、

　

21
日
木
、
22
日
金
、
26
日
火
、

　

28
日
木
、

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

図
書
館
２
階
で
開
設

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

第24回原村統計グラフコンクール作品募集

総務省統計局のホームページ
を見ると統計の役割や作り方
がわかるよ！
http://www.stat.go.jp/kids/
index1.htm

みなさんからの楽しい作
品をお待ちしております！

問
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
79
‐
7
9
2
1
（
直
通
）

むらのかかりつけ医のコーナーは、しばらく掲載をおやすみします。

問
・
■
■
■

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

申
込
先

夏
の
交

通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

外
来
生
物
法

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

ぜ
ひ
「
特
定
健
診
」
を

う
け
ま
し
ょ
う

統計グラフの作り方を学び、統計に親しんでいただくことを目的として、
コンクールを実施します。
自由なテーマで観察・調査した結果や、興味のある統計資料をもとに
して、棒グラフや折れ線グラフなどを使ったわかりやすい作品に仕上
げて応募してみませんか？

■用紙サイズ　72.8 ㎝×51.5 ㎝（B2 版）
■提出期限　８月 25日（月）
■応募作品は８月 25日（月）から８月 29 日（金）まで役場ロビーに
　展示します。
■応募者全員に参加賞が贈られます。
　入賞作品は長野県統計グラフコンクールに出品します。
■問い合わせ先　村づくり戦略推進室　☎７９－７９４２

｝
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■『土砂災害110番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎57－2936

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

7月13日（日）～7月19日（土）

7月20日（日）～7月26日（土）

7月27日（日）～8月2日（土）

8月3日（日）～8月9日（土）

8月10日（日）～8月12日（火）

共栄管工㈱

㈱キタハラ

㈱有賀水道

南部建設㈱

㈲森山建設

☎79-5254

☎72-7418

☎72-4017

☎79-5720

☎79-5730

8月13日（水）

8月14日（木）

8月15日（金）

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●7月15日、7月22日、7月29日、8月5日、8月12日

　》時間：午後1：30～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎79-7703（直通）

●1班 7月22日（火）、8月5日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 7月15日（火）、7月29日（火）、8月12日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・固定資産税（2期）
・国民健康保険税（4期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収1期）
・上下水道使用料（5・6月分）
・介護保険料（普通徴収4期）
納期限・口座振替日……7月31日（木）
■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・7月15日  ・7月22日  ・7月29日  ・8月5日
・8月12日  
■人の動き
・人口　　7,750人  （＋10）　転入21
・男　　　3,858人  （＋7）　  転出9
・女　　　3,892人  （＋3）　  出生4
・世帯数　2,767世帯（＋5）　  死亡6

平成20年6月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●第3木曜日午後の専門外来を受診したい方は予約が必要です。
●休診　土・日曜日、祝日、年末年始、8月13日～8月17日
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 8月14日（木）

粗大ごみ

 8月25日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 9月1日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 9月8日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 9月22日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 7月26日（土）

7月20日日

期　日 医　科 薬　局
ともみ内科医院
☎82-0424

笠原薬局
☎72-2028

7月21日㊗ ちの泌尿器
☎82-5000

上原ファミリー 薬局
☎73-7177

7月27日日 リバーサイド・クリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

8月3日日 フジモリ薬局原店
☎79-5751

8月10日日

中新田診療所
☎70-1331

上原ファミリー薬局
☎73-7177

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
専門外来
第③肝臓病

（第①②④⑤　
　　　は休診）

長坂和彦
第①漢方
安藤公二
第②～⑤

ちのメンタルクリニック
☎82-8277

茅野土屋薬局
☎71-2122

諏訪中央病院
☎72-1000

リジョイス茅野薬局
☎82-1991

諏訪中央病院
☎72-1000

わかば薬局
☎82-4108

諏訪中央病院
☎72-1000

8月14日■木

8月15日■金

8月16日■土

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

こ
ど
も
を

　

  

た
ば
こ
か
ら
守
る
た
め
に

　　

５
月
31
日
〜
６
月
６
日
ま
で
は
、
禁
煙
週
間
で
し
た
。今
年

の
テ
ー
マ
は
、「
こ
ど
も
を
た
ば
こ
か
ら
守
る
た
め
に
」
で
す
。

成
人
向
け
の
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
情
報
と
し
て

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、
こ
ど
も

へ
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。

　

こ
ど
も
の
喫
煙
で
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
の
は
、
成
人
に
比

べ
、
ニ
コ
チ
ン
等
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
多
く
の
有
害
薬
物
の
影

響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。成
長
発
達
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。若
年
の
う
ち

に
吸
う
ほ
ど
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
に
な
り
や
す
く
、
そ
の
後
大
人

に
な
っ
て
か
ら
の
健
康
リ
ス
ク
も
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
物
質
は
、
集
中
力
や
、
記
憶
力
、
体
力
の
低
下
を

招
き
、
キ
レ
や
す
い
子
な
ど
精
神
的
な
不
安
定
さ
や
、
人
格
形

成
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
吸
わ
せ
な
い

教
育
・
吸
え
な
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。私
た
ち
大
人
が

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
勉
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たまご豆腐のすまし汁レシピ39

☆つくりかた
★材料（４人分）

卵豆腐...................200g

しめじ...................50g

わかめ(乾)............12g

かつおだし汁........3カップ

塩..........................小さじ1/2

しょうゆ...............小さじ１

オクラ..................適宜

①だしを火にかけます。
②煮立ったら先に調味し、卵豆腐、小房にしたしめじ、わ
かめを加えます。
③ひと煮立ちしたら火を消します。
④器に盛り、彩りに小口切りにしたオクラを散らしてでき
あがり。

汁物というと、大豆から作った豆腐を使うのが一
般的ですが、今回はたまご豆腐を使います。さっぱ
りいただける一品です。

午後１：00～午後１：15 H18年12月生､H19年１生保健センター２階１ 歳 半 健 診
午後１：00～午後１：15 保健センター２階先天性股関節脱臼検診
午前９：45～午前10：00 中央公民館離乳食教室８・９ヶ月コース

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター三 種 混 合

午後１：00～午後１：15

午後１：15～午後１：30 地域福祉センター母親学級前期コース①
午前９：30～午前11：00 保健センター２階育 児 相 談

H20年２､３､４月生

実施日・受付時間種　別 対象者場所
７月

８月

H19年10､11月生

７歳半～H20年１月生

妊娠前期～中期の方で希望者（要予約）

希望者（要予約）

15日火

16日水

17日木

４日月

29日火

９日土

12日火

午前６：30～午前８：30胃 検 診
大 腸 検 診

希望者（要予約）

乳 児 健 診 保健センター２階 H19年９､12月生､H20年３月生

午後１：30～ 保健センター２階母 乳 学 級 希望者（要予約）31日木

午前９：45～午前10：00 保健センター２階む し 歯 予 防 教 室 希望者（要予約）７日木

中新田公民館
保健センター

７日木
８日金

40～74歳（昭和９年４月２日～昭和44年4月１日出生者）で原村国民健康保険加入者は、生活習慣病の要因と
なっている内臓脂肪型肥満に着目した特定健診・特定保健指導を原村診療所でおこなうことができます。個人負
担金はありません。６月のヘルススクリーニングや人間ドックを受けない方にお勧めします。予約が必要ですので
保健福祉課健康づくり係（原村地域福祉センター内) 電話番号79-7092 までご連絡ください。

＊特定健診・特定保健指導のお知らせ



　開催日当日は快晴で、式典会場まで登る途中、編笠山
や権現岳、南は北岳、甲斐駒ヶ岳などの山並みが気持ち
よく眺めることができましたが、阿弥陀岳頂上の残雪が
深く頂上付近の足元が危険であったため、今回は式典会
場を不動清水の手前に設定し行われました。
　約50人が参加して行われました。なかには神奈川県か
ら来て参加した親子がいて、聞くと森林浴マラソンの常
連だということで、今年は開催されない情報が入り開山
祭に参加したと言っていました。標高が変わっても体力
は健在の様子で、式典までの空いた時間でまだまだ式典
会場より上方まで登山を楽しんできたようです。

　マリ共和国へ支援したり、幼稚園で食べたりするため、
５月28日、こひつじ幼稚園では田植えを行いました。野
明貞夫さんに用意していただいた田は広く、園児が横１
列になって植えていかれるほどです。
　５、６列も植えると年中の園児たちは調子が出てきた
ようで「（綱を）渡っていいの？？」などと先生に声を掛
けながら、きれいに並んだ稲の列を作り、あっという間に
箱に入った苗を終わらせていきました。ぜひわが家にも
お手伝いにきてもらいたいですね。

　今年度小学校４学年は「地球温暖化防止」や「生き物
を育む広葉樹の大切さ」を学ぶ環境教育を行っています。
これは「緑を愛し」「緑を守り」「緑を育てる」心を養い、
人間性豊かで明るい心を育てることを目的にしています。
６月５日には実際にケヤキやトチノキの苗を植え土の感
触や植樹の楽しさ、大変さを体
験しました。
　植林した場所は上里の村有林
で、先月ジャパンエナジー（ＪＯ
ＭＯ）の社員やその家族の皆さん
が不要な草やつるを払い植林が
できるよう手入れしてありました。
この日植林した４種類の木の苗
もＪＯＭＯで購入したものです。
　次は７月下旬に下草刈りで学
習する予定です。

　村民の森づくり専門部
会がSEVEN DAYSと共
催した諏訪の森は５月24
日に開かれました。「誰
でも気軽に森へ足を運ん
でもらえるように」と、
間伐講習会から音楽まで
内容を幅広く計画、参加
者も諏訪や遠くは神奈川
県から集まっていました。講習会は悪天
候のため中止されましたが、村民の森を
散策し、採ったオオハンゴンソウを、天
ぷらにして食べてみました。味はなんと、
参加者の不安をよそに、おいしくて、参
加者の間では好評でした。

未来は“学校林”に！
小学校４年生、自分たちの手で植える

村民の森づくり専門部会イベント～諏訪の森～
丸ごと１日森で過ごす

第24回八ヶ岳（阿弥陀岳）開山祭
6月1日

　５月、作業のためあゆみの森を訪れた参加者は、植栽
のほか学校林（上里、村有林）の下草刈りなどを、３つの
グループに分
かれて行いま
した。小雨が降
るなかの作業
となりました
が埼玉県や愛
知県など遠方
から来ている
にもかかわら
ず、疲れも見
せずに１本１本
丁寧に植栽し
ていました。

JOMO植栽や下草刈り作業行う
＝村内３箇所で

　老朽化したため今年３月に建て替えを終わらせていた
原村駐在所の落成式が、５月20日に行われました。原村
駐在所が住民の安心のよりどころとしての機能を発揮し、
治安の維持、信頼に応えていきたいと木村勇茅野警察署
長は式辞を述べていました。

　５月28日に行われた原村農業委員会委員選任証書交付
式では村長から行田俊さんへ選任書が交付されました。
任期は今年の５月25日から７月19日までです。
　行田さんは
ＪＡだけでは
解決できない
問題は行政と
連携をとりな
がら、原村の
農業を取り巻
く環境づくり
を重点的にや
っていきたい
と、任務への
決意を話して
いました。

　４月24日、
諏訪市内で開
かれた表彰式
で６市町村の
中の１団体と８
名が、第36回
諏訪地区農業
委員会協議会
長表彰を受賞
しました。原村
の受賞者は永田廣幸さんと篠原昭八さんの２名。永田さ
んは平成16年から新規就農者の里親研修の受け入れを始
めその後も就農者の育成に尽力していること、篠原さん
は原村にシクラメンを導入した農家の一人でその後も栽
培を定着させようと努め、それぞれ以前から農業政策に
貢献している功績が受賞へとつながりました。
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　今、地球上で何
が一番繁栄してい
るか知っています
か？　という問い
かけで始まった６
月16日の八ヶ岳原
村ミヤマシロチョ
ウの会主催の環境
学習会では《ミヤ
マシロチョウをな
ぜ守るのか》を、山本勝之専門部会長が自ら講師となり、
手作りの資料を使って講義を行っていました。荒地から
林へ、ダムを作った林など、移り変わる自然の形や、ミ
ヤマシロチョウの生育の過程など、貴重な講義内容に出
席者たちはうなずきながら聞き入っていました。

　５月30日、
中新田創立
400周年記
念事業実行
委員会の委
員の皆さん
が出席し、

通称「鎮守

社」の仮遷
座の儀「中
新田新築奉
告祭」が行
われました。ここへは諏訪の殿様のご位牌が祀ってあり、
建設中、別の場所へ移しておくために行われました。

　原体協のバ
レーボール部
は村内にある
４つのバレー
ボールチーム
のうちの１つ
で、月２回は
諏訪のチーム
と練習試合を
するなど活発
に活動しています。部員は「楽しみで、チーム一丸となっ
て全国にいけることを目指して頑張る」という気持ちで練
習に励んでいるようです。
　チーム率いる監督は体協暦22年になる清水優子さん。
今年は第39回全国ママさんバレーボール大会諏訪地区予
選で優勝し念願の長野県予選会（14チーム出場）への出
場を果たしました。
　みんな、勝つつもりで意気揚々と挑みましたが予選を
突破することは出来ませんでした。「いつもの大会とは違
い県大会という緊張感、歓声も違う、圧倒感があるけど
試合は自分たちの持ってる力が出せ、精一杯闘った、せっ
た試合で、あと１歩が及ばず残念だった」と実力は“及ば
ない力ではない”と感じたようで、気持ちは来年に向かっ
ていました。

茅野警察署原村警察官駐在所落成式

原村農業委員会選任証書交付式

100年以上経過・・鎮守の森
９月までに建て替え予定

念願の大会に初出場
原体協バレーボール部

生物の多様性とは
ミヤマシロチョウを通して学ぶ～

こひつじ幼稚園田植え

ちん  じゅ

しゃ

県の林務課から教わったチェーンソー

「すごく最初緊張したけどやってみたら簡単だった」

諏訪地区農業委員会協議会長表彰
第36

回
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